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● 論文誌ジャーナル掲載論文リスト
Vol.60 No.11（Nov. 2019）

【特集：エンタテインメントコンピューティング】
■	特集「エンタテインメントコンピューティング」の編集にあたって	
	 	 小坂崇之
■	偶然の遊びにおける確率認知とエンタテインメント性との関係

の調査 *  	　　	 水口　充	他
■		Facelot	 :	顔検出と顔属性をエントリーとしたアドホックな抽選

システム	 金子翔麻	他
■	身体部位の分離画像の生成と関節点の自動設定による手描きイ

ラストの姿勢制御	 鈴木　優	他
■	幸福感を提供する VR 画像閲覧システム	GaZone  	杉本　翔	他
■		ゲーム風演出で読書を促進するモバイルアプリケーション†	　

　　　　　　　　	 草野有沙	他
■	UPP	(Unreal	Prank	Painter)	: 悪戯の楽しみに着目した落書きコ

ンテンツ	 安東俊之介	他
■	ブロックとコネクタを活用した探索的な VR コンテンツ操作イ

ンタフェースに関する研究		 市川将太郎	他
■	TracKenzan：トラックパッドとタッチペンを用いたいけばな

練習システムの提案と評価		 横窪安奈	他
■	等身大ヒューマノイドを活用したロボットと共生する未来へ向

けたメディアアートコンテンツ		 藤井綺香	他
■	Ball	 in	Bowl:	日常ストレスからの解放を目的としたタブレット

アプリケーション†	 渡邊桃吾	他
■	HamoKara:	A	 System	 that	 Enables	Amateur	 Singers	 to	

Practice	Backing	Vocals	for	Karaoke	 Mina	Shiraishi	他
■	Automatic	Music	Completion	Based	on	Joint	Optimization	of	

Harmony	Progression	and	Voicing	
	 	 Christoph	Matthias	Wilk	他
■		楽譜情報を用いた高時間分解能 Audio-to-MIDI 変換  	　　　　

　　　　　　　	 保利武志	他

【一般論文】
■	エンタープライズ系ソフトウェアの信頼性に影響を与える質的

要因の分析	 古山恒夫
■	A	Method	 to	Reduce	Transaction	Time	 for	Real-time	 IoT	

Applications*	 Chaxiong	Yukonhiatou	他
■ An	Attempt	to	Read	Network	Traffic	with	Doc2vec
	 	 Mamoru	Mimura

■	ニューラルネットワークを利用した日本語意味役割付与モデル
の構築	 岡村拓哉	他

■ BubbleSlide：スマートウォッチ向け円環型日本語かな入力イン
ターフェース	 東條貴希	他

■	条件の変更にロバストなデジタルカーリングの改良† 	　　　　
　　　　　　	 森健太郎	他

*：推薦論文　Recommended	Paper
†：テクニカルノート　Technical	Note

● 論文誌トランザクション掲載論文リスト
（Nov. 2019）
【論文誌 プログラミング Vol.12 No.5】
■	Solving	String	Constraints	with	Streaming	String	Transducers
　		 Qizhen	Zhu	他

	 	

【論文誌 コンピューティングシステム Vol.12 No.4】

■	Time	Segment	Correction	method	for	parallel	time	integration
　		 Akihiro	Fujii	他
■	QR	Factorization	 of	Block	Low-Rank	Matrices	with	Weak	

Admissibility	Condition	 	Akihiro	Ida	他
■	Parallelization	 of	Matrix	 Partitioning	 in	 Construction	 of	

Hierarchical	Matrices	using	Task	Parallel	Languages
　		 	Zhengyang	Bai	他
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C O N T E N T S

Preface
 1166 Human-formation Computer in The Three-Body 

Problem
  Nozomi OHMORI

Special	Article
 1168 Repercussions of the Amazon EC2 Service Event in 

the Tokyo : Challenges for Reliable Operations in the 
Cloud Computing Era

  Hiroki KASHIWAZAKI (National Institute of Informatics (NII))

Special Features
Supercomputers in the Post-K Computer Era 

 1174 0. Foreword 
  Yoshihiro OYAMA (Univ. of Tsukuba)
 1176 1. Current Status of Supercomputers in Japan and 

Perspective for Tomorrow
  Taisuke BOKU (Univ. of Tsukuba) and Kenjiro TAURA (The Univ. of 

Tokyo)
 1182 2.	An Overview of Next Japanese Flagship 

Supercomputer
  Yutaka ISHIKAWA, Mitsuhisa SATO (RIKEN Center for 

Computational Science) , Naoki SHINJO and Toshiyuki SHIMIZU 
(Fujitsu Ltd.)

 1189 3. ABCI : The World’s First Open Public 
Infrastructure for Advancing AI Research and 
Deployment

  Hirotaka OGAWA (National Institute of Advanced Industrial 
Science and Technology (AIST))

 1193 4. Supercomputer based on Many-Core 
Architecture 

  Taisuke BOKU (Univ. of Tsukuba) and Kengo NAKAJIMA (The 
Univ. of Tokyo)

 1198 5. Supercomputers with Xeon Processors 
  Takeshi NANRI (Kyushu Univ.)
 1204 6.	Modern Vector Supercomputers 
  Hiroaki KOBAYASHI (Tohoku Univ.)

Article
 1212 Status on Dissemination of HPCI Research 

Achievements - Download Analyses of HPCI User 
Reports -

  Haruyuki KIMURA, Junko MARUYAMA and Atsushi HIRATSUKA 
(Research Organization for Information Science and Technology)

How to Pass the Paper Review
 1220 How to Write a Reply Letter
  Yuuki TANAKA (Gunma Univ.)

Reports
 1227 Looking Back a Joint Work with a Winner of the IPSJ 

Computer Science Research Award for Young 
Scientists 

  Hideyuki KAWABATA  (Hiroshima City Univ.)

Let's Learn Informatics
 1230 Programming Lessons for Understanding of 

Mechanism 
  Hiroki MANABE (Hakuyo Senior High School)
 
"Peta-gogy" for Future
 1237 Thinking about Information from the Point 

between Science and Engineering
  Atsuhiro TANAKA (NEC Corp.) 
 1238 Designing Social Knowledge in Programming 

Classes for Novice Learners
  Toshinori SAITO (Seisa Univ.)
 1243 Issues on Infomatics Education at High Schools 

and Universities
  Leo NAGAMATSU (Kanagawa Univ.)

 1173 Gathering to Share Original Programming 
Projects for Junior

 1248 Biblio Talk
 1250 Skimming a Famous Paper in Five Minutes
 1254 IT Travelog Manga
 1256 Conference Report
 

読後のご意見をお送りください

　本誌では，現在約 120 名の方々に毎号のモニタをお願いしておりますが，より多くの読者の皆さんからのご意見，
ご提案をおうかがいし，誌面の充実に役立てていきたいと考えておりますので，毎号巻末に掲載しております所定の
用紙または Web ページ（https://www.ipsj.or.jp/magazine/enquete.html）をお使いいただき，奮って事務局までお寄せ
ください．

　　一般社団法人 情報処理学会　会誌編集部門
　　〒 101-0062 東京都千代田区神田駿河台 1-5　化学会館 4F　　E-mail: editj@ipsj.or.jp　Fax(03)3518-8371
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2019年度山下記念研究賞表彰（概要）
詳細は学会Webページ（https://www.ipsj.or.jp/award/yamashita.html）をご覧ください．

　山下記念研究賞は，これまでは研究賞として本学会の研究会およ
び研究会主催シンポジウムにおける研究発表のうちから特に優秀な
論文を選び，その発表者に贈られていたものですが，故山下英男先
生のご遺族から学会にご寄贈いただいた資金を活用するため，平成
6 年度から研究賞を充実させ，山下記念研究賞としたものです．受
賞者は該当論文の登壇発表者である本学会の会員で，年齢制限は
ありません．本賞の選考は，表彰規程，山下記念研究賞受賞候補者
選定手続および山下記念研究賞推薦内規に基づき，各領域委員会
が選定委員会となって行います．本年度は 39 研究会の主査から推
薦された計 57 編の優れた論文に対し，慎重な審議を行い，決定さ
れたうえで，理事会（2019 年 8 月）および調査研究運営委員会に
報告されたものです．本年度の下記受賞者には，3 月 6 日に金沢工
業大学で開催される第 82 回全国大会の席上で表彰状，賞牌，賞金
が授与されます．

［コンピュータサイエンス領域］
●  Compressed Vector Set: A Fast and Space-Efficient Data 

Mining Framework

  ［Web とデータベースに関するフォーラム（WebDB Forum 2018） 
（2018/9/13）］（データベースシステム研究会）

　小山田昌史君（正会員）

● Apache Drillと FPGAアクセラレータを統合するシステムアー
キテクチャの提案

  ［データ工学と情報マネジメントに関するフォーラム（DEIM2019)
（2019/3/5）］（データベースシステム研究会）

　渡辺　聡君（正会員）

● 企業のソフトウェア開発に対する自動プログラム修正技術適用の
試み

  ［ソフトウェアエンジニアリングシンポジウム（SES2018）（2018/9/6）］ 
（ソフトウェア工学研究会）

　内藤圭吾君（正会員）

● ITシステム開発における類似プロジェクト検索技術の開発

 ［ソフトウェアエンジニアリングシンポジウム（SES2018）（2018/9/7）］
（ソフトウェア工学研究会）

　山本智基君（正会員）

● ルーティングアルゴリズムによる通信帯域の測定と理解

 ［2018-ARC-232（2018/7/31）］（システム・アーキテクチャ研究会）
　河野隆太君（正会員）

● 1Tbps 実現に向けたルータのメモリ階層の最適化

  ［2018-ARC-233（2018/12/7）］（システム・アーキテクチャ研究会）
　田中京介君（学生会員）

● 追記型インターフェイスによる SSDのテイルレイテンシ改善

  ［コンピュータシステム・シンポジウム（ComSys2018）（2018/11/30）］
（システムソフトウェアとオペレーティング・システム研究会）

　田所秀和君（正会員）

● FDSOIプロセスにおけるスタック構造のソフトエラー耐性を高め
る対策手法の提案およびデバイスシミュレーションを用いた評価

  ［DA シンポジウム 2018（2018/8/31）］（システムと LSI の設計技
術研究会）

　山田晃大君（正会員）

● 最大充足化問題を用いた抵抗性オープン故障に対するテスト生成法

 ［2019-SLDM-187（2019/3/18）］（システムと LSI の設計技術研究会）
　山崎紘史君（正会員）

● Volta世代のGPUにおける重力ツリーコードの性能評価

 ［2018-HPC-166（2018/9/27）］（ハイパフォーマンスコンピュー 
ティング研究会）

　三木洋平君（正会員）

● 小疎行列積計算のGPU最適化

 ［2019-HPC-168（2019/3/7）］（ハイパフォーマンスコンピュー 
ティング研究会）

　長坂侑亮君（正会員）

● Dual-context Modal Logic as Left Adjoint of Fitch-style Modal 
Logic

  ［（2018/6/7）］（プログラミング研究会）
　角谷良彦君（正会員）

●On the Multi-Service Center Problem

  ［2018-AL-169（2018/9/3）］（アルゴリズム研究会）
　伊藤健洋君（正会員）

●厳しい評価回数制限下における多変数問題に対するアプローチの

提案

 ［2018-MPS-120（2018/9/26）］（数理モデル化と問題解決研究会）
　開発拓也君（正会員）

● A motion planning method for mobile robot considering 
rotational motion in area coverage task

  ［Asia Pacific Conference on Robot IoT System Development and 
Platform（APRIS2018）（2018/10/31）］（組込みシステム研究会）

　矢野泰生君（学生会員）

［情報環境領域］
● SmartFinder：集約型自己組織化スマートデバイス位置推定方式の
ノード間メトリックを用いた拡張とその実装

  ［2018-DPS-175（2018/5/24）］（マルチメディア通信と分散処理研究会）
　北之馬貴正君（正会員）

● 分散エッジ環境における機械学習実現最適化の検討～エッジ上で動
作するアルゴリズム・オントロジーの決定と転移学習適用による最

適化検討～

 ［2019-DPS-177（2019/1/31）］（マルチメディア通信と分散処理研究会）
　森　郁海君（正会員）
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●抵抗膜方式の多重座標計測による布製タッチセンサの提案
 ［2019-HCI-181（2019/1/22）］（ヒューマンコンピュータインタラク 

ション研究会）
　青木靖太君（正会員）

● BBeep：歩行者との衝突予測に基づく警告音を用いた視覚障害者の
ための衝突回避支援システム

 ［インタラクション 2019（2019/3/6）］（ヒューマンコンピュータイン
タラクション研究会）

　粥川青汰君（学生会員）

● 広域観光支援システムへのデザイン思考アプローチ適用の試み

  ［2018-IS-145（2018/9/8）］（情報システムと社会環境研究会）
　上田翔磨君（正会員）

● Real-time free viewpoint rendering via view-dependent polygon 
plane arrangement

  ［2019-AVM-104（2019/3/1）］（オーディオビジュアル複合情報処理
研究会）

　野中敬介君（正会員）

●複数対話型エージェントの役割分担によるユーモア生成システムの

基礎検討

  ［グループウェアとネットワークサービスワークショップ 2018
（2018/11/16）］（グループウェアとネットワークサービス研究会）

　中原涼太君（正会員）

● 講演者および聴講者の双方を支援するためのVR講演システムの開発

  ［2019-GN-106（2019/1/25）］（グループウェアとネットワークサービ
ス研究会）

　森本麻代君（学生会員）

● 読み手意識（Audience Awareness）尺度に基づく「わかりやすい
説明文章」の背景要因の検討

 ［2018-DC-109（2018/7/3）］（ドキュメントコミュニケーション研究会）
　辻　義人君（正会員）

● SOXFire: XMPPに基づく都市センサ情報流通基盤

  ［2018-MBL-88（2018/8/31）］（モバイルコンピューティングとパーベ
イシブシステム研究会）

　米澤拓郎君（正会員）

● スマートフォンによる歩行者と車両の交通状況理解システムの設計
と評価

 ［2019-MBL-90（2019/3/5）］（モバイルコンピューティングとパーベ
イシブシステム研究会）

　秋川亮太君（学生会員）

● 超音波の分離放射による音声認識機器への攻撃 :ユーザスタディ評
価と対策技術の提案

  ［コンピュータセキュリティシンポジウム（CSS2018）（2018/10/22）］
（コンピュータセキュリティ研究会）

　飯島　涼君（学生会員）

●実世界でも攻撃可能なAudio Adversarial Example

 ［コンピュータセキュリティシンポジウム（CSS2018）（2018/10/23）］
（コンピュータセキュリティ研究会）

　矢倉大夢君（学生会員）

●車両からの電波の長期計測による路側機の高精度測位方式の提案

 ［マルチメディア，分散，協調とモバイルシンポジウム（DICOMO2018）
（2018/7/4）］（高度交通システムとスマートコミュニティ研究会）

　戸田和宏君（正会員）

●  飲料のアルコール濃度計測を行うスマートアイスキューブの試作と
評価

 ［2018-UBI-58（2018/5/18）］（ユビキタスコンピューティングシステム 
研究会）

　松井秀憲君（学生会員）

● Wi-Fiチャネル状態情報を用いた教師無し学習によるドアの開閉検
知手法

 ［2018-UBI-60（2018/12/4）］（ユビキタスコンピューティングシステム 
研究会）

　尾原和也君（正会員）

● DNSシンクホールとハニーポットを用いた不正 FQDNに対する通
信観測システムの開発

 ［2018-IOT-41（2018/5/18）］（インターネットと運用技術研究会）
　佐保航輝君（学生会員）

● 九州大学における要機密情報の保護方法に関する一考察

 ［2019-IOT-44（2019/3/7）］（インターネットと運用技術研究会）
　嶋吉隆夫君（正会員）

● 覗き見耐性を持つマウス操作と数字盤を組み合わせた個人認証方式
の提案と評価

 ［コンピュータセキュリティシンポジウム（CSS2018）（2018/10/23）］
（セキュリティ心理学とトラスト研究会）

　坂本憲理君（正会員）

● 公共施設における動的案内サインを用いた人流誘導システムの評価

 ［2019-CDS-24（2019/1/25）］（コンシューマ・デバイス＆システム研究会）
　市川裕介君（正会員）

●両面透過型多層空中像表示技術の提案と実装

 ［2019-DCC-21（2019/1/25）］（デジタルコンテンツクリエーション研究会）
　巻口誉宗君（正会員）

● 認知症フレンドリーな社会デザインのためのマルチステークホルダー 
プラットフォームプロセス

 ［2018-ASD-12（2018/6/29）］（高齢社会デザイン研究会）
　岡田　誠君（正会員）

［メディア知能情報領域］
● A proposal for a unified corpus of the Ainu language

 ［2018-NL-237（2018/9/25）］（自然言語処理研究会）
　Nowakowski Karol Piotr 君（学生会員）

● 競輪予想記事の自動配信に向けた的中車券予測

 ［2018-ICS-192（2018/7/7）］（知能システム研究会）
 吉田拓海君（学生会員）

● Linking videos and languages: Representations and Their 
Applications

 ［2018-CVIM-212（2018/5/11）］（コンピュータビジョンとイメージ
メディア研究会）

　大谷まゆ君（正会員）
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● 色と動き情報の学習による静止画像からのシネマグラフ生成

 ［2018-CVIM-214（2018/11/7）］（コンピュータビジョンとイメージ
メディア研究会）

　遠藤結城君（正会員）

● 人物の単視点全身画像の再照明

 ［Visual Computing（VC2018）（2018/6/23）］（コンピュータグラ 
フィックスとビジュアル情報学研究会）

　金森由博君（正会員）

● 仮想ネットワーク構築ライブラリ VITOCHA とネットワーク技術
者教育

 ［2018-CE-145（2018/6/9）］（コンピュータと教育研究会）
　鈴木常彦君（正会員）

● 初等・中等教育における体系的なプログラミング教育のための評
価規準に関する試案

 ［2018-CE-145（2018/6/9）］（コンピュータと教育研究会）
　大森康正君（正会員）

●加点情報の再構成

 ［2018-CH-117（2018/5/12）］（人文科学とコンピュータ研究会）
　高田智和君（正会員）

● End-to-End Pre-Modern Japanese Character (Kuzushiji) Spotting 
with Deep Learning

  ［人文科学とコンピュータシンポジウム（じんもんこん 2018）
（2018/12/1）］（人文科学とコンピュータ研究会）

　Clanuwat Tarin 君（正会員）

● GPRに基づくメロディセグメンテーションによるフレーズの分散
表現の獲得

  ［2018-MUS-119（2018/6/17）］（音楽情報科学研究会）
　平井辰典君（正会員）

●階乗隠れセミマルコフモデルに基づく音楽音響信号に対するカバー譜

生成

 ［2018-MUS-121（2018/11/21）］（音楽情報科学研究会）
　柴田健太郎君（学生会員）

● von Mises分布DNNに基づく振幅スペクトログラムからの位相復元

 ［2018-SLP-122（2018/6/17）］（音声言語情報処理研究会）
　高道慎之介君（正会員）

● 非線形ひずみ除去のための敵対的 denoising autoencoder

 ［2018-SLP-123（2018/7/26）］（音声言語情報処理研究会）
　俵　直弘君（学生会員）

● 情報社会における倫理審査と倫理審査委員会 3000個問題

 ［2018-EIP-82（2018/11/2）］（電子化知的財産・社会基盤研究会）
　吉見憲二君（正会員）

● 協力ゲームHanabiにおける相手の思考時間を戦略の指標に加え
たエージェントの開発と評価

  ［ゲームプログラミングワークショップ 2018（2018/11/16）］（ゲー
ム情報学研究会）

　佐藤栄介君（学生会員）

●誇張した咀嚼運動の映像提示による食感知覚操作に関する基礎検討

 ［2018-EC-48（2018/6/15）］（エンタテインメントコンピューティン
グ研究会）

　鈴木佑司君（学生会員）

●偶然の遊びにおける主観的確率とエンタテインメント性との関係

の調査

 ［エンタテインメントコンピューティング 2018（2018/9/14）］
 （エンタテインメントコンピューティング研究会）
　水口　充君（正会員）

● libRCGA : 動力学モデルの高速なパラメータ推定のための遺伝的
アルゴリズムライブラリ

 ［2018-BIO-55（2018/9/18）］（バイオ情報学研究会）
　前田和勲君（正会員）

●Notebookによる講義・演習環境の開発

 ［2019-CLE-27（2019/3/22）］（教育学習支援情報システム研究会）
　長久　勝君（正会員）

●視覚障害者の移動特性を考慮した位置推定手法

 ［2018-AAC-7（2018/8/25）］（アクセシビリティ研究会）
　山本晃平君（学生会員）



今月の会員の広場では，9 月号へのご意見・ご感想を紹介いた
します．まず，巻頭コラム「人間× AI」については，以下の
ようなご意見・ご感想をいただきました．

■囲碁の素人の立場でも大変面白く拝読しました．囲
碁 AI の国をかけた戦いの状況とそれを支える専門的な
情報技術について非常によく分かる内容でした．
	 （匿名希望）

特別解説「Twitter アカウントを凍結されて気付いたジレンマ」
については，以下のようなご意見・ご感想をいただきました．

■エンドユーザでできる対策があるのかは分からない
が，社会問題として興味を持った．	 （匿名希望）

■個人的には，凍結されてもしょうがないものだと感
じる．それが，営利企業が提供しているサービスを利
用するということだと思っている．	 （匿名希望）

■課題提起と愚痴が混沌としていると感じた．愚痴は
愚痴，課題提起は課題提起で明確に書き分ければ良かっ
たのでは．	 （匿名希望）

特別解説「自動運転への高まる期待と安全目標設定の難しさ」
については，以下のようなご意見・ご感想をいただきました．

■自動運転の何が難しいのかが分かりやすく整理され
ていてよかったです．	 （匿名希望）

報告「未踏の第 25 期スーパークリエータたち」については，
以下のようなご意見・ご感想をいただきました．

■「未踏ジュニア」も取り上げてみてはどうか ?
	 （國武悠人／ジュニア会員）

小特集「集めよ！ジュニア会員！！」については，以下のよう
なご意見・ご感想をいただきました．

■ジュニア会員のこれまでの経緯がよく分かりました．
一方で，小中高生にとって情報処理学会は，まだまだ
ハードルが高いもののように思いました．	（匿名希望）

■会員のすそ野を広げることは困難だと思われますが，
大切なことなのでさまざまな施策を検討されているこ
とに改めて敬意をもって読ませていただきました．そ
の中で身近にある大切さの記述について本当にそうだ
なと感じており，たとえばすべてのとはいわずとも少
しセレクトして中高くらいの図書館に会誌（冊子版）
を寄贈されるというような施策はあるのかな？と思い
ました．関連して，今月号から始まった「IT 紀行」な
どは良い方向に向いたなと思いました．	 （滝内邦弘）

トピックス「研究会推薦博士論文速報」については，以下のよ
うなご意見・ご感想をいただきました．

■幅広い内容を紹介しており，楽しく読めました．ま
た，1 件 30 秒くらいで要点を理解することができたの
で，読みやすかったです．OS や H/W の仮想化等情報
システムの基盤部分の研究がいくつかあり，自分にとっ
ては意外でした．	 （匿名希望）

連載「集まれ ! ジュニア会員 !!」については，以下のようなご
意見・ご感想をいただきました．

■ Scratch の企画が続いているが，ジュニア会員になる
学生が，入門で，あまり実践的ではない Scratch に興味
があるのかよく検討するべきではないか．
	 （坂元　翔／ジュニア会員）

教育コーナー「ぺた語義：グローバル PBL」については，以下
のようなご意見・ご感想をいただきました．

■表層的な話が多く実践した側ならではの知見が少ない．	
	 （匿名希望）

連載「論文必勝法」については，以下のようなご意見・ご感想
をいただきました．

■保存版にしてこれから論文を書く＆書きたい方が皆
見られるようになるとよいかなと思いました．
	 （匿名希望）

■良い企画だと感じました．投稿活動をしていない会
員にとって，論文に関する情報は知っているようで知
らないことが多いので，今回は「本会が刊行する論文
誌について」のように整理された形で概要を知ること
ができ，興味を持つことができました．	 （匿名希望）

連載「情報の授業をしよう !」については，以下のようなご意見・
ご感想をいただきました．

■高校における情報教育の状況がよく分かる良い記事
と思います．小中からの接続，大学との接続という観
点からも事例を取り上げていただければと存じます．
	 （匿名希望）

会員の広場
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皆様にとって会誌をより役立つものとするため，
　・記事に対する感想，意見　・記事テーマの提案　・会誌または学会に対する全般的な意見，提言
　・その他，情報処理技術についての全般的な意見，提言
など自由なご意見，ご感想をお待ちしております．
なお，「道しるべ」については
<URL：https://www.ipsj.or.jp/magazine/sippitsu/michishirube.html> で
これからのテーマ案を募集しており，いただいたご意見をまとめております．
※ご意見，ご感想を会誌に掲載させていただいた方には薄謝または記念品を進呈いたします．

掲載に際しては，編集の都合上，ご意見に手を加えさせていただくことがありますので，あらかじめご了承ください．
なお，意見の投稿に伴う，住所，氏名，所属などの個人情報については，学会のプライバシーポリシーに準じて取
り扱いいたします．　<URL：https://www.ipsj.or.jp/privacypolicy.html>

応募先　　〒 101-0062　東京都千代田区神田駿河台 1-5　化学会館 4F　
　　　　　一般社団法人　情報処理学会　会誌編集部門　E-mail	:	editj@ipsj.or.jp　Fax	(03)	3518-8375　
　　　　　https://www.ipsj.or.jp/magazine/enquete.html

これらのコメントは Web 版会員の広場「読者からの声」< URL : https://www.ipsj.or.jp/magazine/dokusha.html > にも掲載しています．Web 版で
は，紙面の制限などのため掲載できなかったコメントも掲載していますので，ぜひ，こちらもご参照ください．会誌や掲載記事に関するご意見・ご
感想は学会 Web ページでも受け付けております．今後もより良い会誌を作るため，ぜひ皆様のお声をお寄せください．

連載「5 分で分かる !? 有名論文ナナメ読み：Lejaren A. Hiller 
and Leonard M. Isaacson : Experimental Music : Composition 
with an Electronic Computer」については，以下のようなご意
見・ご感想をいただきました．

■紹介されていた，1956 年に世界で初めてコンピュー
タにより自動作曲された曲	Illiac	Suite を聞いてみまし
たが，違和感がなく心地よく聞くことができ，驚きま
した．	 （匿名希望）

]
会 議 レ ポ ー ト「22nd International Conference on Extending 
Database Technology（EDBT） 参加報告」については，以下の
ようなご意見・ご感想をいただきました．

■専門とするデータベースの最新研究動向を知ること
ができ，大変有意義でした．機械学習等のデータ分析
に貢献するデータベース技術の基調講演等，詳細を知
りたい発表がいくつかありました．グラフデータ処理
やストリーム処理の分野は以前からあり現在も活発に
研究されていることが分かりましたが，ビジネスの現
場でどの程度活用されているのか，という点に疑問を
持ちました．	 （匿名希望）

会誌の内容や今後取り上げてほしいテーマに関して，以下のよ
うなご意見やご要望をお寄せいただきました．今後の参考にい
たします．

■私は，AI やプログラミングについて興味があります．
小学校で必修になるのはもう少し先のことなので，ま
だ，あまり詳しいことが分かりません．本号は，いつも
よりも多く AI のことについての特集があったので，嬉
しかったです．また，AI の記事を取り上げていただき
たいです．	 （佐々木結衣／ジュニア会員）

■グラフィック処理の現状について特集してほしい．	
	 （角田洋太郎／ジュニア会員）

■ジュニア会員小学生でも本当にプログラミングの
ファシリテータになれますか？　ファシリテーション
の講習会に出て，ファシリテーションをやってみたい
です．とても楽しそうです．（神長春花／ジュニア会員）

■今回は学術的な内容がほとんどなかったのが残念．
学会の方針や考え方を理解できたのはよかったが，本
来は，そうした学会の運営にかかわる話は総会などで
説明して会員に周知する術を持つべきではなかろうか．
本体価格 1,602 円もする会誌を利用するのは手段として
は納得しかねる．	 （伊藤雅樹）

■ FIT2019 に参加しました．有料の会議のため，内容
を掲載することは無理かもしれませんが大会の模様な
どのレポート記事があってもよいかと思いました．全
部は参加できていませんが，「コンペの覇者」「若手研
究者が描く未来予想図」など同じような企画を会誌で
もぜひしていただきたいと思うような魅力，面白さを
感じました．また，「医療と自然言語処理のこれから」
という自然言語処理研究者と現場の医師による講演・
パネルも非常に示唆に富む興味深い内容で今後会誌で
の特集記事を読んでみたいと思いました．（柏野和佳子）

【本欄担当　若林　啓	，角尾晋一／会員サービス分野】

ご意見をお寄せ
ください！
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 論文誌「離散と計算の幾何・グラフ・ゲーム」特集への論文募集 11月15日（金） 
 https://www.ipsj.or.jp/journal/cfp/20-T.html
 論文誌「実社会を支える暗号・セキュリティ・プライバシ技術」 11月25日（月） 
 特集への論文募集 
 https://www.ipsj.or.jp/journal/cfp/20-R.html
 論文誌「ユビキタスコンピューティングシステム（Ⅸ）」特集への 12月9日（月） 
 論文募集 
 https://www.ipsj.or.jp/journal/cfp/20-Q.html 
11月 13日（水）～ 第 189回システムとLSIの設計技術・ 9月 4日（水） 当日のみ 愛媛県男女共同参画 
11月 15日（金） 第 52回組込みシステム合同研究発表会（デザインガイア 2019）    センター 
 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/sldm189emb52.html
11月13日（水）～ 第230回システム・アーキテクチャ研究発表会（デザインガイア2019） 9月 4日（水） 当日のみ 愛媛県男女共同参画 
11月15日（金） https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/arc230.html   センター
11月14日（木）～ グループウェアとネットワークサービス ワークショップ 2019（GNWS2019） 8月2日（金）  伊豆大島 ホテル白岩 
11月15日（金） http://siggn.sakura.ne.jp/gnws2019/   （東京都大島町）
11月 15日（金） 連続セミナー 2019第 5回「シミュレーションと人工知能」  定員になり次第 化学会館／大阪大学 
    中之島センター／東北大学 
 https://www.ipsj.or.jp/event/seminar/2019/program05.html   電気通信研究所
11月 15日（金）～ 第152回コンピュータと教育・  9月23日（月） 当日のみ 広島大学 情報メディア 
11月 17日（日） 第29回教育学習支援情報システム合同研究発表会    教育研究センター 
 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/ce152cle29.html
11月18日（月） 関西支部定期講演会  定員になり次第 大阪大学中之島センター 
 「教育ビッグデータの利活用に関する現状・動向・課題」 
 https://kansai.ipsj.or.jp/2019kouen/
11月19日（火）～ 第125回音楽情報科学研究発表会 10月11日（金） 当日のみ 駒澤大学 駒沢キャンパス 
11月20日（水） https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/mus125.html
11月 20日（水）～ 第93回モバイルコンピューティングとバーベイシブシステム・ 9月27日（金） 当日のみ 11/20かんぽの宿大和平群 
11月 22日（金） 第79回高度交通システムとスマートコミュニティ合同研究発表会   11/21-22奈良先端科学技術 
 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/mbl93its79.html   大学院大学研修ホール
11月22日（金） 第86回電子化知的財産・社会基盤研究発表会 10月16日（水） 当日のみ 新潟大学 駅南キャンパス 
 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/eip86.html   ときめいと
11月23日（土）～ 第150回情報システムと社会環境研究発表会 9月23日（月）  当日のみ 名桜大学 
11月24日（日） https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/is150.html   
11月28日（木）～ 第175回アルゴリズム研究発表会 9月30日（月）  当日のみ 旧大連航路上屋 
11月29日（金） https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/al175.html 
11月29日（金） ユーザブルセキュリティ・プライバシー（USP）論文読破会3  当日のみ 化学会館 
 https://www.iwsec.org/spt/uspread3.html
12月2日（月） 第60回バイオ情報学研究発表会 10月28日（月） 当日のみ 博多駅南BMT貸会議室 
 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/bio60.html
12月3日（火） 情報処理学会×データ流通推進協議会主催  11月26日（火） 日本教育会館 
 短期集中セミナー 2019「Society5.0に向けたデータ流通」  定員になり次第 8F第二会議室 
 https://www.ipsj.or.jp/event/s-seminar/2019/data-distribution/index.html
12月3日（火）～ 第87回コンピュータセキュリティ研究発表会 10月11日（金）  当日のみ 沖縄県立美術館・博物館 
12月4日（水）    （おきみゅー）  
 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/csec87.html    博物館講座室
12月4日（水） 第115回ドキュメントコミュニケーション研究発表会 10月11日（金） 当日のみ セコム本社セコムホール 
 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/dc115.html
12月4日（水）～ 第243回自然言語処理研究発表会 10月18日（金）  当日のみ NHK放送技術研究所 
12月5日（木） https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/nl243.html   
12月5日（木）～ 第12回 インターネットと運用技術シンポジウム （IOTS 2019） 9月17日（火）  11月28日（木） 沖縄産業支援センター 
12月6日（金） https://www.iot.ipsj.or.jp/symposium/iots2019/   （沖縄県那覇市）
12月5日（木）～ 第107回オーディオビジュアル複合情報処理研究発表会 10月17日（木）  当日のみ アイーナ いわて県民情報 
12月6日（金） https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/avm107.html   交流センター
12月5日（木）～ 第130回音声言語情報処理研究発表会 10月18日（金） 当日のみ NHK放送技術研究所 
12月6日（金） https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/slp130.html
12月6日（金） 第16回高齢社会デザイン研究発表会 10月23日（水） 当日のみ コクヨ  
 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/asd16.html   品川オフィス会議室
12月 9日（月） 連続セミナー 2019第 6回「IT分野の研究開発動向を俯瞰する」  定員になり次第 国立研究開発法人科学 
    技術振興機構／ 
    大阪大学中之島センター／ 
 https://www.ipsj.or.jp/event/seminar/2019/program06.html   東北大学電気通信研究所
12月10日（火）～ 第31回コンピュータシステム・シンポジウム（ComSys2019）   大阪大学 
12月11日（水） http://www.ipsj.or.jp/sig/os/index.php?ComSys2019   吹田キャンパス
12月10日（火）～ 第185回ヒューマンコンピュータインタラクション・ 10月18日（金） 当日のみ 淡路夢舞台国際会議場 
12月11日（水） 第64回ユビキタスコンピューティングシステム合同研究発表会 
 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/hci185ubi64.html
12月11日（水）～ 第126回数理モデル化と問題解決研究発表会 10月16日（水） 当日のみ 電気通信大学 
12月12日（木） https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/mps126.html

IPSJ カレンダー
　　開催日　　　　　　　　　　　　　名　称　　　　　　　　　　　　　　　　論文等応募締切日　　　参加締切日　　　　開催地
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［トピックス］ 
10 月15 日 2020 年度代表会員候補者の募集
10 月15 日 2020 年 IPSJ/IEEE Computer Society Young Computer Researcher Award 候補者推薦募集
10 月15 日 人材募集情報（Vol.60 No.11）
10 月15 日 会誌「情報処理」Webカタログ（Vol.60 No.11）
10 月 8 日 第 82 回全国大会講演申込の受付を開始しました
10 月 7 日 2019 年度論文賞候補論文推薦募集
9月 25 日 就職情報（広告）のお申し込み受付中 
9月19 日 論文誌「組込みシステム工学」特集 論文募集
9月19 日 論文誌「ユビキタスコンピューティングシステム ( Ⅸ )」特集 論文募集
9月18 日 2020 年日本国際賞平成記念研究助成募集

Web ページ（https://www.ipsj.or.jp/）更新情報

12月12日（木）～ 第203回ソフトウェア工学研究発表会 10月24日（木）  当日のみ 早稲田大学 グリーンコン 
12月13日（金）    ピューティング研究開発 
     センター／早稲田大学 
 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/se203.html     西早稲田キャンパス
12月12日（木））～ 第54回エンタテインメントコンピューティング研究発表会 10月30日（水）  当日のみ 奈良先端科学技術 
12月13日（金） https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/ec54.html   大学院大学
12月13日（金） 短期集中セミナー 2019「JPEG/MPEG標準化の最新動向2019 ～  定員になり次第 機械振興会館6階 
 2020年に向けた活動状況～」   66会議室 
 http://www.ipsj.or.jp/event/s-seminar/2019/ITSCJ-JPEGMPEG/
12月13日（金）～ 第11回アクセシビリティ研究発表会 10月25日（金）  当日のみ 早稲田大学 
12月14日（土） https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/aac11.html   西早稲田キャンパス
12月14日（土）～ 人文科学とコンピュータシンポジウム「じんもんこん2019」 8月26日（月） 当日可 立命館大学 
12月15日（日） https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/s-ch2019.html   大阪いばらきキャンパス
12月18日（水）～ 第172回ハイパフォーマンスコンピューティング研究発表会 10月17日（木） 当日のみ 沖縄産業支援センター 
12月19日（木） https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/hpc172.html
12月23日（月）～ 第170回データベースシステム研究発表会 10月22日（火） 当日のみ 国立情報学研究所 
12月24日（火） https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/dbs170.html
12月26日（木）～ 第181回マルチメディア通信と分散処理研究発表会 11月22日（金） 合宿形式につき参加申込要 アクティブリゾーツ 
12月27日（金）   詳細はWebページで 宮城蔵王 
 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/dps181.html  確認のこと
 
2020年
1月 10日（金）～ 第 61回プログラミング・シンポジウム   ラフォーレ倶楽部 
1月 12日（日） http://www.ipsj.or.jp/prosym/   伊東温泉湯の庭
1月 15日（水）～ 第 186回ヒューマンコンピュータインタラクション研究発表会 11月 15日（金） 当日のみ 大濱信泉記念館 
1月 16日（木） https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/hci186.html   （沖縄県石垣市）
1月 15日（水）～ 第 127回プログラミング研究発表会 11月 15日（金） 当日のみ 医療イノベーション 
1月 16日（木） https://sigpro.ipsj.or.jp/pro2019-4/   推進センター
1月 15日（水）～ International Conference on High Performance Computing   アクロス福岡 
1月 17日（金） in Asia Pacific Region（HPCAsia2020） 
 http://sighpc.ipsj.or.jp/HPCAsia2020/
1月 23日（木）～ 第 231回システム・アーキテクチャ・ 11月 8日（金） 当日のみ 慶應義塾大学 
1月 24日（金） 第 190回システムとLSIの設計技術合同研究発表会   日吉キャンパス 
 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/arc231sldm190.html
1月 23日（木）～ 第 220回コンピュータビジョンとイメージメディア研究発表会 11月 1日（日） 当日のみ 奈良先端科学技術大学院 
1月 24日（金） https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/cvim220.html   大学
1月 24日（金）～ ウィンターワークショップ 2020・イン・京都   YIC京都工科自動車大学校 
1月 25日（土）
1月 29日（水）～ 第 176回アルゴリズム研究発表会  当日のみ 下呂温泉 
1月 30日（木） https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/al176.html
2月 27日（木）～ 第 108回オーディオビジュアル複合情報処理研究発表会  当日のみ 沖縄セルラー電話 
2月 28日（金） https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/avm108.html   株式会社（予定）
3月 2日（月）～ 第 36回セキュリティ心理学とトラスト研究発表会 1月 16日（木） 当日のみ 沖縄県青年会館 
3月 3日（火） https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/spt36.html
3月 5日（木）～ 情報処理学会　第 82回全国大会   金沢工業大学　 
3月 7日（土） https://www.ipsj.or.jp/event/taikai/82/   扇が丘キャンパス
3月 9日（月）～ インタラクション 2020 12月 23日（月） 当日可 学術総合センター内  
3月 11日（水） https://www.interaction-ipsj.org/2020/   一橋講堂 

　　開催日　　　　　　　　　　　　　名　称　　　　　　　　　　　　　　　　論文等応募締切日　　　参加締切日　　　　開催地
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＊特に指定がないかぎり履歴書には写真を貼付のこと

人材募集
（有料会告）

■理化学研究所 脳神経科学研究センター

募集職種　理化学研究所（和光市）　脳神経科学研究センター（CBS）
チームリーダーまたはユニットリーダー（研究管理職）　
募集人員　数名
専門分野　CBSが掲げる研究の主課題の 1つである「理論が先
導する脳研究」に沿い，神経科学における前人未踏な分野を切り
開く志を持つ研究者を募集いたします
応募資格　採用日までに博士号の取得が見込まれること．または
学位取得者．CBSと理研の優れた環境を活かし，世界最先端の
研究を行える人
着任時期　2020年 4月以降（応相談）
提出書類　詳細は下記の照会先をご参照ください
応募締切　2019年 11月 30日
送 付 先　応募フォームでの登録が必要になります．詳細は下記
の照会先をご参照ください
照 会 先　https://cbs.riken.jp/jp/（理研 CBS  Webページ）

申込方法：任意の用紙に件名，申込者氏名，勤務先，職名，住所，電話番号および請求書に記載する「宛名」，
Web掲載の有無などを記載し，掲載希望原稿（［募集職種，募集人員，（所属），専門分野，（担当科目），
応募資格，着任時期，提出書類，応募締切，送付先，照会先］）を添えて下記の申込先へ，E-mail，
Faxまたは郵送にてお申し込みください．

 ＊都合により編集させていただく場合がありますので，ご了承ください．
申込期限：毎月 15日を締切日とし翌月号（15日発行）に掲載します．
掲載料金：国公私立教育機関，国公立研究機関 税抜  20,000円（税込  22,000円）
 賛助会員（企業）   税抜  30,000円（税込  33,000円）
 賛助会員以外の企業   税抜  50,000円（税込  55,000円）

 ＊本会誌へ掲載依頼いただいた場合に限り，追加料金 税抜 4,000円（税込 4,400円）で同一内容を本
会Webページに掲載できます．

申 込 先 ：情報処理学会　会誌編集部門（有料会告係）　E-mail: editj@ipsj.or.jp　Fax(03)3518-8375

 ＊原稿受付の際には必ず原稿受領のお知らせを差し上げています．もし 3日以内（土日祝日除く）に
返信がない場合は念のため確認のご連絡をください．
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短期集中セミナー2019

https://www.ipsj.or.jp/event/s‐seminar/2019/data‐distribution/

Society5.0に向けたデータ流通
我が国では、サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合させたシステムにより、経済

発展と社会的課題の解決を両立する、新たな未来社会（Society）を“Society 5.0（ソサエティー5.0）”として、科学技

術基本法の第5期（2016年度から2020年度の範囲）の示す方向を示し、さまざまな研究開発が取り込まれていま

す。

ここで、サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を融合する上で、この二つの空間を自由に行き来

する”データ”の流通を促進し、膨大なデータから得られる新しい知見や付加価値を実社会にフィードバックしていく

ことが重要となります。

本セミナーは、このソサエティ5.0とデータ流通への取り組みについて、学術、産業の両面から研究プロジェクトや

実ビジネスの実務者に事例を交えた解説をいただきます。

本セミナーは、データ流通に関連した研究・開発をする全ての方を対象としています。

■開催 2019年12月3日（火）13:00 – 17:30

■会場 日本教育会館 8F第二会議室

（〒101‐0003 東京都千代田区一ツ橋2‐6‐2）

■主催 一般社団法人情報処理学会

一般社団法人データ流通推進協議会

■参加費

正会員 10,000 円 非会員 12,000 円 学生 5,000 円

※情報処理学会個人会員／データ流通推進協議会個人会

員／情報処理学会賛助会員／データ流通推進協議会賛助

会員／データ流通推進協議会特別会員および協賛団体の

個人会員は正会員価格

■申込締切：2019年11月19日（火）

■定員 168名

■当日来場受付

受付開始：12:30 ‐

受付場所：日本教育会館 8F第二会議室前

問合せ先 一般社団法人情報処理学会
イベント担当 event@ipsj.or.jp

協賛：一般社団法人電気学会、一般社団法人電子情報通信学会、一般社団法人映像情報メディア学会、一般社団法人照明学会、一般社団法人情報通信技術委員会、
モバイルコンピューティング推進コンソーシアム、一般社団法人情報サービス産業協会

■プログラム■

13:00-13:05 オープニング

西山 博泰（株式会社日立製作所）

13:05-13:50 「データ流通が産業界の未来を創る」
杉山 恒司（株式会社ウフル）

14:00-14:45 「データ流通連携基盤とその利活用と課題」
越塚 登（東京大学大学院情報学環）

14:55-15:40 「宇宙データ、シップデータセンター、医療事
例紹介」（仮題）
菅谷 智洋（さくらインターネット株式会社）

15:50-16:35 「情報銀行」（仮題）
納村 哲二（フェリカポケットマーケティング
株式会社）

16:45-17:30 「データ流通とデータ取引市場」
真野 浩（一般社団法人データ流通推進協
議会 代表理事／事務局長）

17:30- クロージング
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情報処理学会創立 60 周年記念（第 82 回）全国大会

【会期】2020 年 3 月 5 日 ( 木 ) ～ 7 日 ( 土 )
【会場】金沢工業大学 扇が丘キャンパス（石川県野々市市扇が丘 7-1） 【Web サイト】https://www.ipsj.or.jp/event/taikai/82/

　情報処理学会では、情報処理学会創立 60 周年記念（第 82 回）全国大会
の一般セッション・学生セッションの講演申込受付を以下のとおり行います。
　毎回 1,200 件を超える発表申込をいただき活発な議論、意見交換、交流
が行われております。皆様の研究成果発表の場として、是非とも奮ってお
申込ください。

〔募集分野〕
以下の分野で募集を行う予定です。
詳しくは第 82 回全国大会 Web サイトをご覧ください。

1．コンピュータシステム 
2．ソフトウェア科学・工学 
3．データとウェブ
4．人工知能と認知科学  
5．ネットワーク
6．セキュリティ
7．インタフェース 
8．コンピュータと人間社会 

〔講演募集内容と使用言語〕
1. 全国大会にふさわしい内容を備えたものとします。
　（情報技術の学術・技術の振興に寄与する研究成果の発表）
2. 発表は日本語または英語とします。

〔講演申込資格〕
申 込 種 別 資　　格

一般セッション 不問
学生セッション 高専・大学学部・修士（博士前期課程）在学者

〔講演時間（質疑応答含む）、論文頁数〕
講 演 申 込 種 別 講 演 時 間 原 稿 頁

一般セッション 20 分 2 頁
学生セッション 15 分 2 頁

〔講演申込・原稿投稿日程〕
講演申込・修正・取消締切日：2019 年 12 月  3 日（火）
原稿投稿・差替え締切日　　 ：2020 年  1 月 10 日（金）

〔講演申込・原稿投稿方法〕
講演申込、原稿投稿は、標記の情報処理学会創立 60 周年記念（第 82 回）
全国大会 Web サイトからお願いいたします。

〔講演申込にあたっての注意事項〕
＊講演申込は講演発表者ご本人様で行ってください。
＊講演申込締切後の申込情報変更は、一切受け付けません。
＊講演の代理（代読）は原則として認めません。
＊講演キャンセルの連絡は、必ず電子メールにて
　［ipsj82@gakkai-web.net］までお願い致します。
＊講演申込登録締切後に講演をキャンセルされましても、講演参加費およ

び論文集代（希望者のみ）はお支払いいただくことになりますのでご注
意ください。

＊講演申込登録をされた情報のうち書誌情報（標題、講演者および共著者
の名前・所属、論文要旨）、および原稿は、情報処理学会電子図書館（情
報学広場）に掲載いたしますので予めご承知置き下さい。なお、掲載時
期は大会初日から 3 カ月経過以降の予定です。

〔講演機器〕
講演機器は、プロジェクタになります。接続ケーブルは、D-sub15 ピンです。
ノート PC は、準備しておりませんので各自で必ずご持参願います。

〔講演参加費・講演論文集代（税込）〕
申 込 種 別 会 員 種 別 費 用 （ 税 込 み ）

一般セッション
学生セッション

（1 件の申込につき )

正会員 11,000 円　　
学生会員 6,000 円　　

一般非会員 26,000 円　　
学生非会員 15,000 円　　

講演論文集（希望者のみ） 全会員種別 8,500 円　　

＊ジュニア会員の講演参加費用は無料です。
＊会員とは、 講演者が本会の会員番号をお持ちの個人会員の方です。
＊電子情報通信 ､ 電気 ､ 映像情報メディア ､ 照明の会員番号をお持ちの個

人会員の方は会員費用で申し込めます。
＊講演参加費には、講演料、大会参加費、プログラム冊子、全論文の

PDF アクセス権が含まれます。
＊講演者の方には、ご自身の論文が掲載されている講演論文集 1 部に限り、

講演申込同時予約販売をいたします。ご希望の方は、講演申込フォーム
の講演論文集欄を「希望する」にチェックしてください。

＊上記の講演参加費は、1 件の申込に対しての費用ですので、複数件講演
申込する場合には講演参加費×申込件数分の講演参加費が必要となります。

＊入会申請中の方は、講演申込締切日 12 月 3 日（火）までに入会申請を
完了してください。会員サービス部門から「入会承認予定のお知らせ」

（会員番号を記載）をメールでお送りします。
　期日までにお支払いただけない場合は、入会申請中で講演申込をされて

も非会員の講演費を請求させて頂く場合がございますので、ご了承くだ
さいますようお願いいたします。

〔表彰について〕
全国大会では、発表された論文の中から優秀な論文、発表に対して以下の
賞を贈呈しております。それぞれの賞の受賞対象は、当会の個人会員に限
りますので、非会員の方は当会にご入会の上、講演申込みをしていただく
ことをお勧めいたします。

賞 の 種 類 受 賞 者
大会優秀賞 全国大会で発表された当会の会員で、特に優秀な論文の

登壇発表者 10 名以内。
大会奨励賞 全国大会で発表された当会の会員で、学部生または学部

在学から卒業後 10 年までの新進の科学者または技術者で、
大会優秀賞の対象とならなかった論文の登壇発表者 10 名
以内。

学生奨励賞 全国大会で発表された当会の会員で、学生セッションで発
表された中から、優秀な発表をした方各 2 名以内。大会の
ローカルアワードとして授与（該当なしの場合もあり）。

〔大会最新情報の掲載〕
講演申込に関する詳細、大会で開催予定の招待講演・イベント企画セッ
ション等の詳細は、情報処理学会創立 60 周年記念（第 82 回）全国大会
Web サイトへ順次掲載してまいりますのでご確認ください。

〔問合せ先〕
　一般社団法人情報処理学会 事業部門
　Tel.03-3518-8373　Fax.03-3518-8375
　E-mail: jigyo@ipsj.or.jp

【大会スローガン】サステイナブルな情報社会

一般セッション・学生セッション 講 演 募 集 案 内

6011講演募集.indd   1055 2019/10/23   14:49
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　本会の主催・共催行事および協賛・後援記事の次第書（論文募集，参加案内等）の本誌掲載については，下記により有料にて
取り扱っていますのでお知らせします．

記

■掲載条件

件名 内容 掲載単位 掲載料金（税抜）

論文募集／
参加者募集

国際会議，シンポジウム，ワークショ
ップ，講演会，講習会などの論文募集・
参加者募集

1 ページ，1/2 ページ
または 1/4 ページ

（主催・共催）

　1 ページ 50,000 円

　1/2 ページ 30,000 円

　1/4 ページ 20,000 円

（協賛）

　広告として取り扱う

人材募集 国公私立教育機関，国公立研究機関，
企業の人材募集

10 行程度 国公私立教育機関，国公立研究機関 20,000 円

賛助会員（企業） 30,000 円

賛助会員以外の企業 50,000 円

＊本会誌へ掲載依頼いただいた場合に限り，追加料金 4,000 円で同一内容を本会Webページに掲載できます．

■申込方法	 任意の用紙に，件名，申込者氏名，勤務先，職名，住所，電話番号および請求書宛先，Web掲載の有無
	 	 （人材募集のみ）などを記載し，掲載希望原稿を添えて下記の申込先へお申し込みください．

■原稿の書き方

　●行事次第書：	 A4 変形判カメラレディまたは PDFファイル（フォント埋め込み）とします．
　　　　　　　	 （1ページ）				天地 250mm	×	左右 180mm
　　　　　　　	 （1/2 ページ）天地 120mm	×	左右 180mm
　　　　　　　	 （1/4 ページ）天地		55mm	×	左右 180mm
　　　　　　　	 ＊ A4変形判以外の原稿は縮小または拡大となりますのでご留意ください．

　●人 材 募 集：	 次の項目を明記し，E-mail または Fax，郵送にてお送りください．
　　　　　　　	 ［募集職種，募集人員，（所属），専門分野，（担当科目），応募資格，着任時期，提出書類，応募締切，送付先，

照会先］
　　　　　　	 ＊なお，都合により編集させていただく場合がありますので，ご了承ください．

■申込期限	 毎月 15 日を締切日とし，翌月号（15日発行）に掲載します．

■掲載料金	 掲載号発行日に料金を請求いたしますので，3カ月以内にお支払いください．

■掲載申込先	 一般社団法人	情報処理学会　会誌編集部門（有料会告係）
	 	 〒 101-0062	東京都千代田区神田駿河台 1-5　化学会館 4F
	 	 E-mail:editj@ipsj.or.jp　Tel（03）3518-8371　Fax（03）3518-8375

◆◆ 有料会告について ◆◆
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■ 入会方法

■ 個人会員の入会手順 いただいた個人情報は、学会のプライバシーポリシーに準じて取り扱いいたします。
https://www.ipsj.or.jp/privacypolicy.html

【2019年度の期間：2019年4月1日～2020年3月31日】

入会後にオプションで次のものがマイページから申込できます。掲載論文は電子図書館での閲覧となります。
・論文誌ジャーナル　・総合デジタルライブラリ　・研究会登録

      入会金*1 年度会費*2

   （消費税対象外） （消費税対象外）

一般社団法人 情報処理学会 会員サービス部門
〒101-0062  東京都千代田区神田駿河台1-5 化学会館4F
Tel(03)3518-8370 Fax(03)3518-8375 mem@ipsj.or.jp
https://www.ipsj.or.jp/

■ 2019年度会費等の金額

■ 入会申込先

 正会員 2,000円 10,800円
学生会員 --- 4,800円

賛助会員 --- 1口 50,000円

振込口座 名義人 一般社団法人 情報処理学会
郵便振替 00150-4-83484
みずほ銀行 虎ノ門支店 （普） 1013945
三菱ＵＦＪ銀行 本店 （普） 7636858

入会
STEP

01

STEP
02

STEP
03

STEP
04

STEP
05

STEP
06

STEP
07

※指定期日まで（またはひと月以内）に入会会費が未納の場合、入会はキャンセル扱いとなる場合があります。

期日までに納入できない方は、あらかじめ会員サービス部門までご連絡ください。

入会申請[仮申請]を行う

入会申請確認メールが届く

入会申込[本申請]を行う

入会手続完了メールが届く

マイページにログインする

入会費用を払う

会員証（入会承認通知）が届く

個人会員はこちら ⇒ https://www.ipsj.or.jp/nyukai_kojin.html
賛助会員はこちら ⇒ https://www.ipsj.or.jp/nyukai_sanjo.html

*1：正会員の入会金免除の方法は、入会申込[本申請]の
　　 画面に記載しています。
*2：表示の会費は2019年度額です。入会月によらず、年度
　　 額を請求します。会費の翌年度への繰越はありません。

  ◆◆「情報処理学会」入会のご案内 ◆◆
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ご寄付のお願い

http://www.ipsj.or.jp/annai/outward/donation.html

＊ご注意 情報処理学会は寄付金に対する税金が優遇される特定公益増進法人ではございません。 

会員他寄付

資産

役務

IPSJIPSJ

学会活動に活用

役務提供

教育・育成

社会貢献社会貢献

表彰

国際活動

規格標準化

情報資産保存

学会諸事業

その他

教育・育成

表彰

国際活動

規格標準化

情報資産保存

学会諸事業

その他

活用先活用先

現金
情報入試 子ども教室 パソコン教室

〒101-0062　東京都千代田区神田駿河台1-5　化学会館4F

情報技術を通じて、人類及び世界の発展に資するため 
情報技術を中心に学術および技術の振興に資するため 
将来を担う人材の育成に資するため 

情報技術を通じて、人類及び世界の発展に資するため 
情報技術を中心に学術および技術の振興に資するため 
将来を担う人材の育成に資するため 

情報処理学会は、情報処理に関する学術および技術の振興をはかることにより、

学術、文化ならびに産業の発展に寄与することを目的に各種事業を戦略的に展開しております。 

今回、学会活動の更なる活性化を図る上で会員の皆様からご寄付を頂戴いたしたく、お願いを申し上げる次第です。

皆様から頂きますご寄付は  

情報処理学会は、情報処理に関する学術および技術の振興をはかることにより、

学術、文化ならびに産業の発展に寄与することを目的に各種事業を戦略的に展開しております。 

今回、学会活動の更なる活性化を図る上で会員の皆様からご寄付を頂戴いたしたく、お願いを申し上げる次第です。

皆様から頂きますご寄付は  

IPSJ　寄付

などの観点に照らし、下記の項目に活用させて頂く所存です。 

今回ご寄付をお願いしたいのは現金に加えて、情報技術に関わる有形無形の資産（著作物、電子的コンテンツ、

特許、ソフトウェア等）、ボランティアで提供いただける役務提供（経験や知識に基づく役務）なども含みます。

お預かりいたしましたご寄付のうち使途のご指定のあるものは、そのご意向に沿った活用をさせて頂き、

ご指定のないものは、その使途を学会活動の活性化に有効な諸事業で活用させて頂きます。 

今後も会員の皆様の絶大なるご支援・ご協力を頂きながら、学会発展のために努力して参る所存でありますので、

何卒よろしくお願い申し上げます。 

などの観点に照らし、下記の項目に活用させて頂く所存です。 

今回ご寄付をお願いしたいのは現金に加えて、情報技術に関わる有形無形の資産（著作物、電子的コンテンツ、

特許、ソフトウェア等）、ボランティアで提供いただける役務提供（経験や知識に基づく役務）なども含みます。

お預かりいたしましたご寄付のうち使途のご指定のあるものは、そのご意向に沿った活用をさせて頂き、

ご指定のないものは、その使途を学会活動の活性化に有効な諸事業で活用させて頂きます。 

今後も会員の皆様の絶大なるご支援・ご協力を頂きながら、学会発展のために努力して参る所存でありますので、

何卒よろしくお願い申し上げます。 

詳しくはこちら

お問合せ

一般社団法人　情報処理学会　管理部門

     03-3518-8375　TEL 03-3518-8374 FAX
soumu@ipsj.or.jp

https://www.ipsj.or.jp/annai/other/donation.html
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ご意見をお寄せください！
【12 月 10 日頃までにお出しください】

　宛　先	 一般社団法人		情報処理学会　モニタ係（下記のいずれからも送付できます）
	 https://www.ipsj.or.jp/magazine/enquete.html　Fax(03)3518-8375　E-mail:	editj@ipsj.or.jp
	 （E-mail で送信される場合は，10-1-a のようにコードでお答えください）
	 ※ご意見の投稿に伴う，住所，氏名，所属などの個人情報については，学会のプライバシーポリシーに準じて取り扱いいたします．
	 　https://www.ipsj.or.jp/privacypolicy.html

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［コード］

〔1〕ご氏名

〔2〕ご所属　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tel.（　　　　　）　　　　　　-

〔3〕E-mail:

〔4〕業種： （a）企業（サービス業）　（b）企業（製造業）　（c）研究機関　（d）教育機関（小・中・高校・高専・大学・大学院など）
 （e）学生　（f）学生（ジュニア会員）　（g）その他 …………………………………………………………………………………………… 4-［ 　　］   

〔5〕職種： （a）研究職　（b）開発・設計　（c）システムエンジニア　（d）営業　（e）本社管理業務
 （f）会社経営・役員・管理職　（g）教職員（小・中・高校・高専・大学・大学院など）　
 （h）学生　（i）学生（ジュニア会員）　（j）その他 …………………………………………………………………………………………… 5-［ 　　］   

〔6〕年齢： （a）10 代　（b）20 代　（c）30 代　（d）40 代　（e）50 代　（f）60 代以上 ……………………………………………………………… 6-［ 　　］   

〔7〕性別： （a）男性　（b）女性 ……………………………………………………………………………………………………………………………… 7-［ 　　］   

〔8-1〕あなたはモニタですか？：（a）はい　（b）いいえ ………………………………………………………………………………………………… 8-1-［ 　　］   

〔8-2〕あなたのご意見は「会員の広場」（会誌および Web）に掲載される場合があります．その場合：
　（a）実名可（氏名のみ掲載）　（b）匿名希望　（c）掲載を希望しない ………………………………………………………………………………… 8-2-［ 　　］   

〔9〕どちらの媒体で記事をお読みになりましたか？
　（a）冊子版　（b）情報学広場（電子図書館）（c）App Store　（d）fujisan　（e）その他 …………………………………………………………… 9-［ 　　］   

〔10〕今月号（2019 年 12 月号）の記事は良かったですか．下記の記事すべてについて評価をご回答ください．
　 ［ a …大変良い　b …良い　c…普通，どちらとも言えない　d …悪い　e…読んでいない ］

巻頭コラム：劉慈欣『三体』と人列コンピュータ…………………………………………………………………………………………………………… 10-1-［ 　　］
特別解説：AWS 東京リージョン障害の波紋 ………………………………………………………………………………………………………………… 10-2-［ 　　］
連載：集まれ！ジュニア会員！！……………………………………………………………………………………………………………………………… 10-3-［ 　　］
特集：「京」の後の時代を支えるスパコン
　0．編集にあたって …………………………………………………………………………………………………………………………………………… 10-4-［ 　　］
　1．日本のスーパーコンピュータの現在の状況と今後 …………………………………………………………………………………………………… 10-5-［ 　　］
　2．次期フラッグシップスーパーコンピュータの概要 …………………………………………………………………………………………………… 10-6-［ 　　］
　3．ABCI : 世界初の大規模オープン AI インフラストラクチャ …………………………………………………………………………………………… 10-7-［ 　　］
　4．メニーコアアーキテクチャに基づくスーパーコンピュータ ………………………………………………………………………………………… 10-8-［ 　　］
　5．多数の Xeon プロセッサを用いるスパコン …………………………………………………………………………………………………………… 10-9-［ 　　］
　6．いまどきのベクトル型スパコン ………………………………………………………………………………………………………………………… 10-10-［ 　　］ 
解説：「京」を中核とする HPCI 利用研究成果の普及状況  ………………………………………………………………………………………………… 10-11-［ 　　］
論文必勝法：条件付き採録をクリアするには………………………………………………………………………………………………………………… 10-12-［ 　　］
報告：CS 領域奨励賞を受賞したジュニア会員との日々 …………………………………………………………………………………………………… 10-13-［ 　　］
情報の授業をしよう！：「仕組みの理解」に重点を置いたプログラミングの授業事例集 ……………………………………………………………… 10-14-［ 　　］
ぺた語義：科学と工学のはざまで情報を考える……………………………………………………………………………………………………………… 10-15-［ 　　］
ぺた語義：初学者向けプログラミングの授業におけるソーシャルな知のデザイン（第 1 回） ………………………………………………………… 10-16-［ 　　］
ぺた語義：大学と高校教科「情報」のかかわり……………………………………………………………………………………………………………… 10-17-［ 　　］
ビブリオ・トーク：エンジニアの知的生産術………………………………………………………………………………………………………………… 10-18-［ 　　］
5 分で分かる !? 有名論文ナナメ読み：
　Schmidt-Hieber,  J. : Nonparametric Regression Using Deep Neural Networks with ReLU Activation Function …………………………………… 10-19-［ 　　］
IT 紀行：お買い上げありがとうございました！　技術書典に出展してみた……………………………………………………………………………… 10-20-［ 　　］
会議レポート：マルチメディア，分散，協調とモバイル（DICOMO2019）シンポジウム参加報告 ………………………………………………… 10-21-［ 　　］

〔11〕本号で最も良かった記事は何ですか？　上記〔10〕の設問の記事番号から１つだけ選び（例：10-8 の記事の場合は「8」と記入），その理由をご回答く
ださい．上記に掲載されていない記事の場合はタイトルを直接ご記入ください．
　〔11-1〕良かった記事 ………………………………………………………………………………………………………………………………………… 11-1-［ 　　］   
　〔11-2〕この記事に対する貴方の立場：a）専門家　b）非専門家 ……………………………………………………………………………………… 11-2-［ 　　］   
　〔11-3〕選んだ理由（下記から，いくつでも選択可） ……………………………………………………………………………………………… 11-3-［ 　　　　　］   
　　　a）技術・研究動向がよく分かった　b）知的興味をかきたてられた　c）新たな知識を得ることができた　d）内容が平易で理解しやすかった
　　　e）その他（具体的に下記にご記入ください）
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〔12〕本号で最も良くなかった記事は何ですか？　上記〔10〕の設問の記事番号から１つだけ選び（例：10-8 の記事の場合は「8」と記入），その理由をご回
答ください．上記に掲載されていない記事の場合はタイトルを直接ご記入ください．
　〔12-1〕良くなかった記事 …………………………………………………………………………………………………………………………………… 12-1-［ 　　］   
　〔12-2〕この記事に対する貴方の立場：a）専門家　b）非専門家 ……………………………………………………………………………………… 12-2-［ 　　］   
　〔12-3〕選んだ理由（下記から，いくつでも選択可） ……………………………………………………………………………………………… 12-3-［ 　　　　　］   
　 　　a）記事の内容に誤りがあった　b）ありきたりの内容だった　c）記事が難しすぎた　d）何を言いたいのか分からなかった　e）宣伝の意図が強すぎる
　　 　f）テーマに興味が持てなかった　g）その他（下記に具体的にご記入ください）

〔13〕今月の特集に対する貴方の立場を教えてください．
　〔13-1〕「京」の後の時代を支えるスパコン：a）専門家　b）非専門家 ……………………………………………………………………………… 13-1-［ 　　］

〔14〕設問〔10〕で読んでいないと答えた記事について，その理由を教えてください．

〔15〕会誌のオンライン版ができたらどのような記事を読みたいか，どのようなコンテンツが期待できるか，などご意見がございましたら教えてください．

〔16〕会誌に対するご意見やご感想，著者への質問，巻頭コラムに登場してほしい人物，今後取り上げてほしいテーマなどありましたらご記入ください．
　　（スペースが足りない場合はお手数ですが別紙を追加してください）

担　当 E-mail Tel（ダイヤルイン） 取り扱い内容
■ 会員サービス部門

会　員 mem@ipsj.or.jp 03-3518-8370 入会，会費，変更連絡，退会，在会証明，会員証，会誌配布，会員特典，会費等口座振替，
海外からの送金，賛助会員，電子図書館

■ 会誌編集部門

会誌編集

著作権

editj@ipsj.or.jp

copyright@ipsj.or.jp 03-3518-8371

会誌「情報処理」の掲載内容，広告掲載，出版，コンピュータ博物館（情報処理技術遺産）

転載許可，著作権

図　書 tosho@ipsj.or.jp 03-3518-8374 出版物購入

■ 研究部門

論文誌 editt@ipsj.or.jp
03-3518-8372

論文誌（ジャーナル／ JIP ／トランザクション）の編集・査読

調査研究／
国際／教育 sig@ipsj.or.jp 研究会登録，研究発表会，研究グループ，シンポジウム，国際会議，IFIP 委員会，

情報処理教育委員会，アクレディテーション対応
■ 事業部門

事　業 jigyo@ipsj.or.jp

03-3518-8373

全国大会，FIT，プログラミングコンテスト，プログラミング・シンポジウム，協賛・後援

技術応用 event@ipsj.or.jp

認定情報技術者制度　 ipsj.citp@ipsj.or.jp

連続セミナ，短期セミナ，IT フォーラム，ソフトウエアジャパン，その他講習会

認定情報技術者制度　

■ 管理部門

総務／庶務 soumu@ipsj.or.jp

03-3518-8374

総会・理事会，支部，選挙，総務系選奨，関連団体，アドバイザリーボード

経　理 keiri@ipsj.or.jp 出納，送金連絡

システム企画 sys@ipsj.or.jp システム企画，セキュリティ，電子化委員会，電子図書館，IPSJ メールニュース

デジタルプラクティス editdp@ipsj.or.jp デジタルプラクティス（DP）の編集・査読，DP レポート

　一般社団法人  情報処理学会（本部）　※支部所在地等詳細はリンクされている各支部ページでご参照ください．
　〒 101-0062 東京都千代田区神田駿河台 1-5　化学会館 4F　　Fax(03)3518-8375　https://www.ipsj.or.jp/

■ 各種問合せ先 ■

■ 情報規格調査会

規格部門
問合せフォーム
https://www.itscj.ipsj.or.jp/contact/
index.html

ISO/IEC JTC 1での情報技術の標準化業務
〒105-0011 東京都港区芝公園3-5-8　機械振興会館308-3
Tel (03)3431-2808　Fax (03)3431-6493　https://www.itscj.ipsj.or.jp/
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■ 編集室 ■

　20 年ほど前に受講していた大学院の授業で教授が，コンピュー
タが進歩してもスパコンはそう簡単に世界からなくならない，
と語っていらしたことを思い出す．果たしてこの 2019 年，スパ
コンはなくなるどころか，国や企業の産業競争力の源泉として，
ますますその重要性を高めている．
　今回の特集では，スパコンの分野で活躍されている第一人者
に執筆をお願いした．最初は国内の大きなスパコンを紹介する
記事を集めた特集にしようと思っていた．しかし，国内に限っ
ても非常に多くのスパコンが稼働しており，それらすべてにつ
いて個別の記事を掲載するのは不可能である．最新の TOP500
にランクインしている大規模なスパコンだけでも 28 台もある．
そこで，専門家の方々と企画について議論し，スパコンを技術
面から大まかに分類して，その分類に従って記事を構成するこ
ととした．さらに特集の先頭には，スパコンの現状を俯瞰する
記事と，突出した存在である「富岳」を解説する記事を配置す
ることとした．この特集の記事を一通り読めば，現在の最先端
のスパコンのスペックや構築技術をかなりの程度把握できるよ
うになっていると思う．企画段階で有益なご意見をいただいた
筑波大学の朴先生と理化学研究所の石川先生にはこの場をお借

りして深く感謝したい．
　執筆者はどなたもとんでもなく忙しい方なので，原稿が予定
通り届くかどうか，出版号が後ろにずれないか，エディタとし
てはずっと不安だった．しかし蓋を開けてみると，どの記事に
ついても，問題が起きないタイミングで，初稿段階からかなり
完成度が高い原稿をいただくことができた．編集作業では表現
の修正などの色々なお願いをさせていただいたが，誠実に対応
していただき助かった．執筆者の方々にもこの場を借りて感謝
したい．また，丁寧な閲読をしていただいた編集委員や事務局
の方々にも感謝を申し上げたい．
　さて，日本のフラッグシップ（旗艦）スパコンとなる「富岳」は，

「京」の 100 倍の性能を目指して開発が続けられており，2021 年
から共用開始予定である．「京」のスペックにも恐ろしいものが
あったが，「富岳」は「京」と比べてさえも桁違いの，まさにあ
らゆる意味でスーパーなマシンである．「富岳」の驚異的な計算
パワーによって，今度はどんな難問が解かれていくのか．今か
ら楽しみでならない．

（大山恵弘／本特集エディタ）

複写される方へ

　一般社団法人情報処理学会では複写複製および転載複製に係る著作権を学術著
作権協会に委託しています．当該利用をご希望の方は，学術著作権協会（https://
www.jaacc.org/）が提供している複製利用許諾システムもしくは転載許諾システム
を通じて申請ください．
　尚，本会会員（賛助会員含む）および著者が転載利用の申請をされる場合につい
ては，学術目的利用に限り，無償で転載利用いただくことが可能です．ただし，利
用の際には予め申請いただくようお願い致します．
権利委託先：一般社団法人学術著作権協会
　　　　　　〒 107-0052 東京都港区赤坂 9-6-41　乃木坂ビル
　　　　　　 E-mail : info@jaacc.jp　Tel (03)3475-5618　Fax (03)3475-5619
　また，アメリカ合衆国において本書を複写したい場合は，次の団体に連絡してください．
　　　　　　Copyright Clearance Center, Inc.
　　　　　　222 Rosewood Drive, Danvers, MA 01923   USA
　　　　　　Phone : 1-978-750-8400　Fax : 1-978-646-8600

Notice for Photocopying

 Information Processing Society of Japan authorized Japan Academic Association For 
Copyright Clearance (JAC) to license our reproduction rights and reuse rights of copyrighted 
works. If you wish to obtain permissions of these rights in the countries or regions outside 
Japan, please refer to the homepage of JAC (http://www.jaacc.org/en/） and confirm 
appropriate organizations.
 You may reuse a content for non-commercial use for free, however please contact us directly 
 to obtain the permission for the reuse content in advance.
<All users except those in USA>
 Japan Academic Association for Copyright Clearance, Inc. (JAACC)
 6-41 Akasaka 9-chome, Minato-ku, Tokyo 107-0052   Japan
 E-mail : info@jaacc.jp
 Phone : 81-3-3475-5618　Fax : 81-3-3475-5619
<Users in USA>
 Copyright Clearance Center, Inc.
 222 Rosewood Drive, Danvers, MA 01923   USA
 Phone : 1-978-750-8400　Fax : 1-978-646-8600

次号（1 月号）予定目次
編集の都合により変更になる場合がありますのでご了承ください．

「特集」『AIの遺電子』に学ぶ未来構想術
SF 漫画家が実践する「未来の見つけ方」／機械仕掛けのソーシャルタッチ／生物らしさのあるロボットと人間の融合─生殖と共生の可
能性─／「自分の中のもう一人の自己」が人格化された社会について：AI 人格過剰志向性と人格標本化バイアス／誰もが科学する未
来の社会をソウゾウする─ SCI の意伝子─／個性とその複製に関する一考察／「超 AI もつらいよ」─ヒトならぬ身でヒトの社会を切り
盛りする細腕繁盛記─／カレンとミライの小即興曲（インヴェンション）／カンナたちの研究／アーカイブ衰亡史／はだかの耳，虫の声／ 
座談会「未来ビジョン座談会」

教育コーナー：ぺた語義
連　載：IT 紀行／ 5 分で分かる !? 有名論文ナナメ読み／集まれ！ジュニア会員 !! ／買い物自慢／情報の授業をしよう ! ／ビブリ
オ・トーク／論文必勝法
コラム：巻頭コラム
会議レポート：ACM SIGIR 2019 参加報告
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掲載広告カタログ・資料請求用紙

お
フ リ ガ ナ

名 前

勤 務 先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所属部署

所 在 地　　（〒　　　　-　　　　）

　　　　　　TEL（　　　　　　）　　　　　-　　　　　　　　　　FAX（　　　　　　）　　　　　-

ご専門の分野

　掲載広告の詳しい資料をご希望の方は，ご希望の会社名にチェック ☑ を入れ，送付希望先をご記入の上，Fax にて（ま
たは E-mail にて必要事項を記入の上）アドコム・メディア（株）宛にご請求ください．

■「情報処理」　60 巻 12 号　掲載広告（五十音順）

■「情報処理」
発　　行 一般社団法人 情報処理学会
発行部数 20,000 部
体　　裁 A4 変形判
発 行 日 毎当月 15 日
申込締切 前月 10 日
原稿締切 前月 20 日
広告原稿 完全版下データ
原稿寸法 1 頁 天地 250mm ×左右 180mm
 1/2 頁 天地 120mm ×左右 180mm
雑誌寸法 天地 280mm ×左右 210mm

■広告料金表
掲載場所 4 色 1 色

表 2 330,000 円
（税抜） ─

表 3 275,000 円
（税抜） ─

表 4 385,000 円
（税抜） ─

表 2 対向 300,000 円
（税抜） ─

表 3 対向 265,000 円
（税抜）

155,000 円
（税抜）

前付 1 頁 250,000 円
（税抜）

135,000 円
（税抜）

前付 1/2 頁 ─ 80,000 円
（税抜）

前付最終 ─ 148,000 円
（税抜）

目次前 ─ 148,000 円
（税抜）

差込
（A4 変形判 70.5kg 未満　1 枚）

275,000 円（税抜）

差込
（A4 変形判 70.5kg ～ 86.5kg　1 枚）

350,000 円（税抜）

同封
（A4 変形判　1 枚）

350,000 円（税抜）

＊原稿制作が必要な場合には別途実費申し受けます．
＊同封のサイズ・割引の詳細についてはお問合せください．

お問合せ・お申込み・資料請求は

　広告総代理店 アドコム・メディア（株）
　Tel.03-3367-0571　Fax.03-3368-1519　E-mail: sales@adcom-media.co.jp　　

 

■問合せ・お申込み先
〒 169-0073  東京都新宿区百人町 2-21-27

アドコム・メディア（株）（Tel/Fax/E-mail は下に記載）

■資料送付先

掲載広告の資料請求

広告のお申込み

□インターメディアプランニング ……………… 表 4

□インタフェース ……………………………… 表 2

□ すべての会社を希望
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賛
助
会
員
の
ご
紹
介

本会をご支援いただいております賛助会員をご紹介いたします．
Webサイト（https://www.ipsj.or.jp/annai/aboutipsj/sanjo.html）「賛助会員一覧」のページからも

各社へリンクサービスを行っておりますので，ぜひご覧ください．

照会先　情報処理学会　会員サービス部門　E-mail: mem@ipsj.or.jp　Tel.(03)3518-8370

賛助会員のご紹介 

●●● 賛助会員（10 〜 19口）

（株）リクルート グーグル合同会社 （株）NTTドコモ （株）東芝

日本電信電話（株） 日本マイクロソフト（株） （株）フォーラムエイト

●●● 賛助会員（20 〜 50口）

（株）日立製作所 富士通（株） 日本電気（株）

三菱電機（株） （株）サイバーエージェント 日本アイ・ビー・エム（株）

●●● 賛助会員（3 〜 9口）

（一社）情報通信技術委員会 （株）NTT データ グリー（株） 楽天技術研究所 （一財）インターネット協会

4色印刷用
C 100%
M 55%
K 35%

情報サービス産業協会 トレンドマイクロ（株） NTT コムウェア（株） NTT テクノクロス（株） （株）うえじま企画

沖電気工業（株）  キヤノンマーケティングジャパン（株）    コアマイクロシステムズ（株） 三美印刷（株） （株）セプテーニ

ソニー（株） チームラボ（株） （株）テクノプロ　
テクノプロ・デザイン社

パナソニック（株） みずほ情報総研（株）

（株）レコチョク
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書評（ビブリオ・トーク）・会議レポート募集のお知らせ

　情報処理学会会誌編集委員会では，会誌「情報処理」に掲載する書評，および会議レポートを広く会員の皆さまから募集しています．
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ーク─私のオススメ─」の 2 つのカテゴリを設けます．
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　　a-2）ビブリオ・トーク─私のオススメ─：お気に入りの本の紹介．
　　b）会議レポート：情報処理に関する国際規模の会議・大会の報告など，時事性が高く，本会会員に広く知らせる価値の
　　　　　　　　　　  ある話題．

2．応募資格
　　原則として本会会員に限ります．

3．応募の手続き
　　1）表　　題：ビブリオ・トークの場合は，書評もしくは私のオススメの投稿カテゴリ，著者名，書名，ページ数，発行所，   
　　　　　　　　 発行年，価格，ISBN を書く．会議レポートは，見出しを書く．書評，会議レポートの別を左肩に書く．
　　2）評者名（会議レポートの場合は筆者名）・所属・評者連絡先（住所，E-mai，Fax など）の記載を忘れずに．
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　　あらかじめご了承ください．
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